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名嘉真三成
か
か－ｋa:［名］①皮。皮膚。てい_ぬ～（手の皮）き－ぬ～ゆひじぃ（木の皮を剥ぐ)。
②革。～ばんどう（革バンド）～じゃんば－（革ジャンバー）。
－か－kａ［接尾］副詞をつくる。に_か（遅く）しや－か（朝早く）
－か－kａ［接尾］日を数える助数詞。ひとうい（－日）ふうちいか（二日）み－か（三
日）ゆ－か（四日）いちいか（五日）むいか（六日）ないか（七日）くぐい
か（九日）とうか（十日）。
か－ka：（擬声）喉にものがひっかかったり吐き出す時に発する声。⑳か－てい－はきい
だし`、（か一つと吐き出す)。
が－９a：［助］格助詞。①体言および体言に準ずる語につき、次の体言を修飾する。いわゆる
連体格助詞。代名詞、人名、親族呼称、数詞につく。ばんていがや－（我々の家）か
いがっふぁ（彼の子）しゅ－かな_（おじいさんの名）み－ちぃがすじや（三つの
年上）Ｉま－まりふう_すがたま（早く来る者の分だ)。②主格を表わす。代名詞、人
名、親族呼称につく。ばがかふぅ（ぼくが書く）かまどぅがなふう（カマドが泣
く）んまがうきい（お母さんが起きる)。③動詞の連用形および助動詞のいい（受
身）しい・しいみい（使役）の連用形について、目的を表わす。とういがいちい
（取りに行く）かかしいがいちい（書かせに行く）。
がｇａ［助］か。疑問の意を表わす終助詞。⑳かりや－たるが（彼は誰か）くりや一
なうが（これは何か)。
がga2［名］我。①根気根性。②自分の意見を言い張ること。が一じゅ－（我が強
いこと）が－はりや（意地っ張り）が－ゆ－かん（忍耐が弱い）。
がｇａＲ（動）蛾。蝶に似た昆虫で、主に夜に活動する。⑳～ぬとうう（蛾が飛ぶ)。
がｇａｘ（擬声）かあかあ。鳥の鳴き声を表わす。⑳がらさぬ～てい－なふう（鳥がか
あかあ鳴く）。
が－いｇａ:ｉ［動］①着かざる。⑳が－り－まちいんかいいふう（着かざって街へ行く)。
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②自己主張をし、大声で挑んだりする。⑳ま－ぬカゴーリーあいな（あまり自己主張
して言うな)。
が－が－ga2gaR（擬声）かあかあ。①鳥の鳴き声。②蛙の鳴き声。⑳か－っふうなたぬ～
てい－なちぃ（殿様蛙がゲロゲロ鳴く）。
力､_いｋａ:ｉ［動］変わる。替わる。ある物から他の物へ姿が移行する。⑳ゆ－ぬ～（世
が変わる）。
が－ぎｋａ:ｇｉ［名］影。容貌。容量。じゃう～（いい容貌）
か－ぐちぃｋａ:gutsi［名］革靴。革製の靴。
力､－かばんkaXkaban［名］革鞄。革で作った鞄。
力､－さばｋａ:saba［名］革草履。革製の草履。普断はあだんばさば（阿旦の葉で作った草
履）を履いた。
力､－しぃkaXsi［名］菓子。
か－しいや一ka:sijaX［名］菓子屋。菓子を作ったり売ったりする所。
力､－すくうkaxsuku：［名］革帯。か－ばんどうとも言う。
が￣じゆ－gaXd3ux［名］強情で意地っ張り。きかん気の者。が－Ｗ－むいとも言う。
力､－じゅ－かんｇａ:d3uYkaU［形］我が強い。自分の主張を強く言って妥協しない状態。
⑳が－じゅ－かいびとう－しいかいん（我の強い人は好かれない)。
力､－ちぃｋａ:tsi［動］飢える。喉がかわく。ぬどぅが－ちぃ（喉がかわくこと)。衣類が
かわくことにはか－らちぃと言う。
力､－ちぃびとうkaXtsibltu［名］飢えている者。むぬ－ふぁ－ん～（ご飯を食べない飢
えている者几
か－ばたkaxbata［名］川端。家号の一つ。
か－ばたさなじぃkaXbatasanadzi（動）くらげ。かさ状で、海中に浮かぶ下等動物。
か－っふうなたｋａ:ffunata（動）カエルの一種。
力､－ぱやkaXpaja［名］凧の一種。三角凧。
か－らじいみⅣVDkaXradzlmja（動）蝉の一種。あぶら蝉。
か一らちぃｋａ:ratsi［動］かわく。衣類がかわく。⑳ちいんい～（着物がかわく）
が－なｇａ:ｎａ（動）あひる。飼い鳥で、マガモの変種。今はほとんど見られない。
が－はいgaxhai［名］我張り。我を張ること。⑳～やたみんなならん（我を張るのは
ためにならない）。
が－はいびとうgaXhaibitu［名］我を張る人。我を張る者。
力､－ぱいkaXpai［名］皮張り。鼻水などが硬く顔にへばりつくこと。
力､－ぱいkaXpai［動］皮張る。鍋などの底にかすが張りついてくっつく。
力､－ばんどうkaXbandu［名］新革バンド。革製のバンド。か－すくいとも言う。昔は着
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物の上から革バンドをする人も居た。
が－はりやｇａ:harja［名］我を張る者。意地っ張り。
力､－ぶ－ｋa:buX［名］革紐。革製の紐。
力､一らｋａ:ｒａ［名］瓦。赤土を固めてかまで焼いたもので、屋根をふくのに用いる。
う_が－ら（雄瓦）み－が一ら（雌瓦)。
が一らｇａ:ｒａ［名］水の流れている小さな111゜
か一らや－kaXrajaX［名］瓦家。屋根を瓦でふいた家。
かいｋａｉ［名］（新）貝。水中に住む軟体動物。普通ん－なと言う。
かいｋａｉ［代］あれ。彼。指示代名詞。遠称および三人称代名詞に用いられる。⑳～ぬ
あつさひ－あしぃ（ああいう風に為る）。～があいやあたらん（彼の言うのは間
違いだ)。
かいｋａｉ［動］借る゜借りる。相手のものをしばらくの間使わせて貰う。⑳ひとぅぬむぬ
～（人の物を借りる）。
－かい－kai［接尾］階。家の階段を数える語。いつかい（－階）にかい（二階）さんか
い（三階)。
－かい一kai［接尾］回。回数を数える語。いつかい（－回）にかい（二回）さんかい
（三回)。
がいｇａｉ［名］害。ものの存立を危うくするような悪い影響。⑳～ゆあたいい（害を与
える）。
かし､あいあいあいkaiaiaiai［連語］ああ言ったりこう言ったり。
かいいｋａｉｉ［動］転ぶ。⑳っさ一きり－～（つまづいて転ぶ)。
かい〈kaiku（動）蚕。カイコガの幼虫。白色・俵形の繭を作る。
かい〈んkaikun［名］開墾。新たに山林などを切り開いて田畑にすること。
かいしぃkaisi［動］①返す。もとの場所やもとの状態に戻す。②ひっくり返す。⑳いつ
す～石をひっくり返す）。
かいしぃkaisi［名］①お返し。②台風の吹き返し。⑳かでいふうちいんな～ぬどう
うとうるし`､かい（台風には吹き返しが恐い）。
かいしぃかでぃkaisikadi［名］吹き返す風。
かいしいがいしぃkaisigaisl［副］繰り返し繰り返し。反復して物事を行なう。
かいしやkaik,［名］①会社。事業をすることを共同の目的として作られた社団法人。
②屋号の一つ。昔阿旦の葉の草履を作っていた家。
かいたkaita［代］あられ。彼ら。遠称および三人称代名詞かいの複数形。
かいなkaina［名］腕。肩から先の細長い部分全体のこと。うでいとも言う。
かいびとうkaibitu［名］借り手。借りる人。相手のものをしばらくの間使わせて貰う人。
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かいむれkaimunu［名］借り物。相手からしばらくの間使わせて貰うもの。
力､うｋａｕ［名］線香。火をつけ、立てて仏前に供える細長いもの。
力､うｋａｕ［動］買う。代金を払って自分のものとする。⑳しいなむい－～（品物を買う)。
力､うｋａｕ［動］①被る。ぴったりとおおうようにする。⑳ぼ_しゅ－～（帽子を被る)。
②被害をこうむる。⑳ふうさいゆ～（負債をこうむる)。③他の動詞と複合して、多
く生ずる意を表わす。ばらいかう（笑いこける）なりかつぶぃ_（実がたくさん成る)。
力､うｋａｕ［動］嗅ぐ。匂いをする。
力､うかkauka［名］餓鬼。食いしん坊。何でもむやみに食べる人。
力､うかんkaukan［形］痒い。皮膚がむずむずして掻きたくなる状態。⑳はじいぬ～
（足が痒い几
かうさkausa［名］親のない子。みなし子。
力､うさっぶぁkausavva［名］親のない子。
かうしぃkausi［名］頭にものを載せて運ぶ時に下敷にするとぐろのように巻いたわら。
力､うびとうkaubitu［名］買う人。買い手。
力､うやくkaujaku［名］膏薬。膏でねった外用薬剤。あんまかうやくとも言う。
がうらgaura（植）苦瓜。ツルレイシ。
力､うるkauru［名］香炉。香をたくための器。
力､かいkakai［動］①掛かる。ひつ掛かる。②寄りかかる。③要する。⑳とうかまい
～（十日も要する）。④医者に診察してもらう。⑤巫女に占ってもらう。⑥触れる。さ
わる。⑳くるまんかい～な（車に触れるな)。
かかしぃkakasii［名］かかし。竹やわらなどで人間の形を造り、田畑に立てて鳥や獣の
近寄るのを防ぐもの。
力､かみちぃ．kakamitsi［動］そわそわする。落ちつきがなく、絶えず動き回る動作。
かがんkagaU［名］鏡。容姿や物の像などをうつし見る道具。
かがんkagan［動］（新）屈む。上体を折り曲げる。普通うすんと言う。
かがんぱいkagambai［名］鏡張り。
かきｋａｋｉ［名］①賭。勝負事に金品などを出し、勝った方が取ること。②指切り。約束。
⑳かきゅ－あしぃ（指切りをする)。
かぎｋａｇｉ［名］影。影法師。光によってその物のほかにできる物の姿。
がきｇａｋｉ［名］崖。山や岸などがけわしくそばだった場所。
かぎかんkagikan［形］美しい。美的でいい感じを与える状態。
かぎぐいkagigui［名］美しい声。
かぎじぃんkagidzln［名］美しい着物。⑳～いちい`、（美しい着物を着る)。
かぎにしやいkaginiJai［名］美しい青年。立派な青年。
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かぎみどうんkagimidun［名］美しい女。美女。容姿のいい女。
かぎや－kagija8［名］きれいな家。立派な家。
かきんkagi,］［名］（新）加減。加わることと減ること。
かきんちぃkagintsi［名］立派な道。汚れのない道。
かくｋａｋｕ［名］角。四角。力>どのあるもの。
がくｇａｋｕ［名］（新）額。室内などに掲げておくもの。
かぐｋａｇｕ［名］駕篭。乗物の一つ。人を乗せて前後からかいて行く乗物。
かぐｋａｇｕ［名］籠。竹や藺などで編んだ入れ物。
かくいkakui［名］囲い。囲うこと。囲うもの。
かぐうkakuu［動］囲う。中にとじ込めて周囲をふさぐ。
がくがくgakugaku（擬態）がくがく。関節がはずれそうに震えるさま。
かぐかたみやkagukatamja［名］駕篭かき。駕篭をかついで客を運ぶ人。
がくしやgakuja［名］（新）学者。学問を研究し、学問に優れた人。
かぐちゅっふぁkaguthJ｣ａ［名］篭を作る人。
かくどう－いkakuduxi［名］角灯籠。角灯。
かくばらkakubara［名］角柱。四角の柱。
かぐむちやkagumutね［名］駕篭持ち。駕篭かき。
がくむんgakumun［名］（新）学問。科学や哲学などの総称。
がくむんや－gakumupjaX［名］学問屋。屋号の一つ。
かくんkakuU［動］①囲む。回りを取り巻いて出られないようにする。⑳あんひ－か一
くみ－いう－とうい（網で囲んで魚をとる）。②足でしっかりとささえるようにす
る。⑳ぬ－まんぬ－いとうきゃ－んなはじいひ－どう～（馬に乗る時には足で
しっかりとささえる）。
がくんがくんgakungakun（擬態）がくんがくん。びっこを引くさま。
かさｋａｓａ［名］瘡。皮膚にできるおでき・腫物の総称。⑳～ぬいでいい（瘡が出る)。
かさｋａｓａ［名］笠。頭に被るもの。傘にはさなと言う。②量。太陽や月の回りに見えるド
ーナツ形の光のこと。
かさがさgasagasa（擬声）がさがさ。①紙屑や枯葉の触れ合う音。②ねずみが天井の板な
どをかき立てる音。
かさないkasanai［動］重なる。物の上に他の物が乗り加わる。
－かさに－kasani［接尾］物を積み重ねた数をあらわす助数詞。ひとぅ～（－重ね）ふう
た～（二重ね）み～（三重ね)。
かさにいkasanii［動］重ねる。何か物の上にさらに物を乗せ加える。
かさがさにkasanigasani［副］かさねがされ。たびたび。物事が反復して行なわれる状
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態。
かさましいかんkasamasikan［形］かしましい。やかましい。うるさい。
がさみｇａｓａｍｉ（動）がさみ。わたり蟹。
かじやkad3a［名］匂い。鼻に感じられる刺激。⑳～うかん（匂いを嗅ぐ）。
かじやあしいkad3aasi［動］匂いをする。匂いを嗅ぐ。
かじやいkad3ai［名］飾り。飾り物。
かじやいkad3ai［動］飾る。きれいに見せるため飾り物を効果的に配置する。
かじやいむぬkad3aimunu［名］飾り物。
かじやんgad3an［名］蚊。夏に出る小形の昆虫で、雌は人畜の血を吸う。
がしｇａｊＩ［名］（新）餓死。飢え死に。
かし一kaJi：［名］加勢。援助。一緒になって助けること。～あしＩ、（加勢する)。
がじまるgad3imaru（植）がじゅまる。椿樹。
かしぃｋａｓｉ［名］粕。残こり物。
かしいがいkaslgai［名］かすがい。木材のつなぎ目をつなぐ．の字形の金物。
かじやいかび－kad3aikabix［名］飾り紙。赤や黄色で、正月や祝いの時仏壇に供える紙。
かい、kadzi［名］舵。船の方向を変える装置。
がじぃgadzi［名］けち。必要以上にお金や物を惜しむこと、またその人。
がじぃgadzi［名］自在鉤。つるし鉤。天井からつるして物を掛ける鉤。
かじぃちぃkadzltsi［名］うに。海にすむ球形の鰊皮動物。
かじいんkadzIn［動］積みあげる。
力､たｋａｔａ［名］肩。腕のつけ根の上側。かたむしぃとも言う。
力､たｋａｔａ［名］①形。型。、)絵。⑳～うかふぅ（絵を描く）。
－かた－katａ［接尾］動詞の連用形につき、しかたやりょうの意味を表わす。あしぃ～
（仕方）、ゆん～（読み方）かちぃ～（書き方)。
力､たｋａｔａ（動）ばつた。草むらにすむ後ろの一対の足が長い昆虫。
かた－kata-［接頭］片。合わせて完全になるものの一方。かたみ－（片目）かたうゃ
（片親)。
かた－－gata［接尾］動詞の連用形について、やがて～しそうであるとの意味を表わす。
⑳んみやひつちやひ－かちぃ～（もう少しで書きそうだ)。
かたいkatai［動］語る。話し合う。⑳んきゃ－んばなつす～（昔話を語る)。
かたかkataka［名］覆うようにすること、またその物。
がたがたgatagata（擬態）がたがた①ものがしっくり合わないさま。②身が震えるさま。
力､たかつさkatakassa［名］ちょんまげ。
かたかんkatakan［形］濃い。中に含まれている何かの成分が多い。固い意味には用いない。
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かたちや－（濃いお茶）力〕たんつす－（濃いお汁)。
かたきkataki［名］仇。敵。機会があれば滅ぼそうと思っている相手。
かたきうちぃkatakiutsi［名］敵討ち。相手に仕返しをすること。
かたじぃkatadzii［名］固唾緊張して息をころしている時に口に出る唾。⑳かたつじゅ
ぬん（固唾を飲む几
かたじぃきい．katadziikii［動］片付ける。雑然としていたものを整うように直す。⑳ちば
んぬ～（湯呑みを片付ける）。
かたちぃkatatsI［名］形。外見に現れた姿。かっこうのこと。
力､たなkatana［名］①刀。片刃の刃物。②包丁。料理をする刃物。
かた'まkatapa［名］①片刃。②片わ者。③いやな奴。
かた'ざいあらkatapaizara［名］鎌の一種。厚さが薄い鎌。
かたみｋａｔａｍｉ［名］形見。①男女の契りの印にとりかわすもの。②死んだ人．別れた人の
思い出となるもの。
がたみかしぃgatamikasi［動］がたがたゆるがす。⑳やどう－～（戸をがたがたゆるが
す几
かたむしぃkatamuSi［名］肩。かたとも言う。
かたんkatan［動］担ぐ。肩に掛けてになう。⑳に_ゆ～（荷を担ぐ)。うまく担がれ
たのような表現はない。
－かたん－katａｎ［接尾］担ぐ荷を数える助数詞。ひとぅかたん（－担ぎ）ふうたかたん
に担ぎ)。
がちぃgatsI［名］餓鬼。飢えとかわきに苦しむ人。がちぃまゆとも言う。
－がちい－gatsi［接尾］月。月の順序を数える助数詞。いちがちぃ（－月）にがちぃ
（二月）さんがちぃ（三月）しがちぃ（四月）ぐがちぃ（五月）。
かちかちｋat｣IkatJi（擬声）かちかち。時計の針の音。
がちがちOatjigatJi（擬声）がちがち。かちかち。寒さに震えて歯を鳴らす音。は－がち
がち（歯をかみ鳴らすこと）。
力､ちぃkatsi［名］勝ち。勝つこと。勝利。
力､ちぃkatsi［動］勝つ。実力に差があり、それ以上勝負することを断念させる。
かちぃいふぅさkatslifUsa［名］勝ち戦。
かちぃじぃまkatsidzima［名］勝ち相撲。
がちぃなgatsina［助］活用語の連用形について、～しながら～でありながらの意を表わす。
力､ちぃまきkatsi[ｍａｋｉ［名］勝ち負け。
がちぃまゆgatsimaju［名］餓鬼猫。①飢鬼猫。貫欲な猫。②食いしん坊。
かちぃみくん゛katslmikun［名］勝ち見込み。勝ち目。⑳～なにゃ－ん（勝ち目はない)。
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力､ちぃんkatsin［動］掴かむ。手の指で離さないように強く持つ。⑳てい－ひ一いんび
つちゅ～（手で鉛筆を掴む)。
がちぃんgatsIn（動）鰺。背中は青く腹は銀色の魚。
かっこ－kakkoH［名］格好。ようす。なりふり。⑳～ゆちいきい（格好をつける)。
がっこ－gakkoI［名］学校。教師が組織的にそれぞれの目的に応じた教育を行なう所。
がっこ－あいちぃgakkoxaitsi［名］学校へ通うこと。通学。
かってぃkatti［名］勝手。気まま。人の迷惑を考えないで自分がしたいようにふるまうこ
と。
かっていなむぬkattinamunu［連語］勝手な者。気ままな人。自分の都合のみでしたいよ
うにふるまう者。
がっていんgattiU［名］合点。承諾。自分で確めて同意すること。
かつぱ＿kappa［名］のりつけなどをしてがばがばに乾くこと。～ない（のりつけなどして
がばがばになる）。
かつぴkappi［副］あれだけ。物の数量や大きさなどがかなりのものであることを表わす。
力､でぃｋａｄｉ［名］風。空気が様々に動く現象。⑳～ぬふうちぃ（風が吹〈）。
力､でいふうちぃkadifutsi［名］台風。夏から秋にかけて中国や日本を襲う熱帯低気圧。雨
と風が激し（､゜
かでいま－いkadima:ｉ［名］風の方向が変わること。
力､でいま－りやkadima:rja［名］風車。風の力で回るように作ったおもちゃ。
力､どうｋａｄｕ［名］①角。②物の隅になった所。③道路の曲り目の場所。
がちゃがちゃgatJagatJa（擬声）がちゃがちゃ、金属性の物がぶつかり合う時の音。
がちゃみかしぃgatJamikasi［動］がちゃがちゃさせる。金属性のものや陶器類をがちゃ
がちゃ合わせふ
かちゅ－katJux（動）①かつお。肉の赤黒い中形の海産魚。②かつお節。かつおの身を煮
て干したもので、削って味つけに使ったりする。
力､ちゅ－いうkatluxizu（動）かつお。
力､ちゅ－しんkatJu:Jin［名］かつお漁船。６月から８月にかけて南洋でかつお漁する船。
力､ちゅ－だしぃkatJuXdasi［名］かつおだし。かつおのだし汁。
力､ちゅ－ぶしぃkatJuxbusi［名］かつお節。主にだしを取るのに用いる。
かないびとうkanaibitu［名］勤勉な人。よく働く人。⑳っぶぁがっふぁ－～（君の子
は勤勉だ)。
かなうkanau［動］①かなう。⑳にがいぬ～（願いがかなう)。②よく働く。勤勉であ
る。⑳ゆ－～（よく働く）。
－かなしい－ganasi［接尾］かなしい。様。尊いいとしいの意となる。ていん～（天道様)。
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かん～（神様）たうとう～（お尊）。
かなまいkanamai［名］頭。動物の脳や目・鼻・口などのある部分。かんまいとも言う。
かなまいやんkanamaijan［名］頭痛。⑳～なく－かん（頭痛は苦しい）。
かなみkanami［名］かなめ。要点。重要な点。
かならじぃkanaradzi［副］必ず。確かに。間違いなく。きっと。⑳～く－よ－（必ず
来いよ）。
かにｋａｎｉ［名］①鉄。金属ｄ②童名の一つ。男性に用いる。
力､にあんkanian［名］金網。鉄線でできた網。
かにいkanii［名］兼ねる。二つ以上のものを並行して行なう。
－かにい－kanii［接尾］動詞の連用形について、～しかねることを表わす。⑳かちぃ～
（書きかねる）。
かにてぃkaniti［副］①かねて。②普段。③あらかじめ。
かにふうじぃkanifudzi［名］釘。金属でできた釘。⑳かにふうつじゆうちぃ（釘を打
つ）。
かいｋａｎｕ［連体］あの゜話し手、相手から遠く離れている物事をさす。⑳～ひとぅ－
ゆらび（あの人を呼べ)。
かいきゃkanukja［代］彼ら、三人称の複数形。人称のみに用いる。⑳～がや－んかい
いふう（彼らの家に行く）。
かいしいくな－kanusikunaX［連語］あれだけ。⑳～あいていが－ちいちいどうしい
（あれだけ言ったら言うことを聞く）。
かなしい〈kanusiku［連語］あれくらい。あれほどの量・程度。
かなしいくいkanusikunu［連語］あれだけの。～ひとぅ（あれだけの人）。
かなじぃぶんkanudzibun［連語］あの頃。⑳～なじゃうと_どうあたぃ（あの頃は
よかった)。
かいひとぅkanuCitu［連語］あの人。⑳～ぬどうばかいあ（あの人がぼくの父だ)。
かいひや－kanu9a：［連語］あいつ。あの野郎。
かいままkanumama［副］あのまま。⑳～んひ－うき（あのままにしておけ)。
がぱ－かんgaba:kaU［形］大きい。容積・長さなどが多く場所をしめている状態。⑳ふど
うぬ～（身長が大きい）。
がぱ－じぃ－gaba:dzl［名］大きな字。⑳～ひ－かちぃ（大きな字で書く）。
がばかんgabakaU［形］ふけている状態。
がぱい_まgabanu:ｍａ［名］ふけている馬。
がばびとうgababitu［名］ふけている人。
かばしいかんkabasikan［形］芳しい。よい感じを与える匂いの状態。⑳<ぬあっぶぁ－
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～（との油は芳しい)。
かばかばkapakapa（擬態）こちこち。のり付けされた衣類の固くなったさま。
がぱがぱgapagapa（擬声）ごつんごつん。げんこつをする時の音。⑳ま－まう～ふぁ－
しぃ（げんこつをごつんごつんとくわえる）。
がぱみかしぃgapamikasi［動］げんこつで頭をごつんとたたく。
かび一kabi：［名］紙。⑳かびとういや～ひ－どうちゅふうう（凧は紙で作る)。
かびとういkabitui［名］凧。糸をつけて風力で空に揚げる玩具。
力､ふ－ｋa①u：［名］果報。幸せ。
かぶｋａｂｕ［名］（新）株。株式。株券。
かぶｋａｂｕ［名］蕉。かぶら。
がぶｇａｂｕ［名］洞。洞穴。
かぶいkapui［動］堀る゜⑳ん－ぬ～（芋を堀る)。
かぶだしkabudaJi［名］砂糖黍などを株から芽を出させて生やすこと。
かぶとぅkabutu［名］兜。頭部を保護する戦国時代のかぶりもの。
力､ふ－なｋａのu:､ａ［連体］果報な。幸運な。幸せな。かふ－なむぬ（幸せな者)。
かまｋａｍａ［名］童名の一つ。男性に用いる。
かまｋａｍａ［代］あそこ。遠称の指示語。⑳～んかいていつぶぃ（あそこへ投げなさ
い）。
－がま－gama［接尾］愛称辞。っふぁ～（子供の愛称。いとし子)。
かまいkamai［動］あきる。物事に対する欲求が度を越して満たされる。⑳あす－くとう
ん～（遊ぶことにあきる）。
かまいｋａｍａｉ［名］①構え。家などをつくる時の構え。②闘おうとする時の姿勢。
かまいいｋａｍａｉｉ［動］構える。①組み立ててつくる。②姿勢などを定める。
かまかたkamakata［連語］あちら側。⑳～んかいいき（あちら側に行け)。
かま<まkamakuma［連語］あちこち。⑳～うみい（あちこちを見る)。
かまさ_いくまさ－０、kamasaXikumasa:ｉ［連語］あちらさわりこちらさわり、⑳～あしぃ
（あちらさわりこちらさわりする）。
かましぃｋａｍａｓｌ［動］①くらわす、食べさせる。⑳むぬ－～（ご飯を食べさせる)。
②車の足止めにする。⑳くるまんかいいつす～（車に石をあて足止めにする)。
かまたｋａｍａｔａ［代］あそこ辺り゜⑳～んどううい（あそこ辺りに居る)。
かまちぃkamatsii［名］①頬。②頬の大きい人。
かまないくまないkamanaikumanai［連語］あちらへ移ったりこちらへ移ったり。⑳～
あしル、（あちらへ移ったりこちらへ移ったりする）。
かまなきkamanagi［連語］あの近辺。あの辺り。⑳～んあすう（あの辺りで遊ぶ)。
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かまなでいくまなでぃkamanadikumanadi［連語］あちら撫でこちら撫で。
かまみ－〈まみ－ｋａｍａｍｉ:kumamix［連語］あちらを見たりこちらを見たり。
かみｋａｍｉ［名］甕。液体などを入れる底の深い陶器。さきがみ（酒を入れる甕）んすがみ
（味噌を入れる甕)。
かみｋａｍｉ［名］亀。爬虫類カメ目の動物。いんがみとも言う。
かみｋａｍｉ［名］童名の一つ。女性に用いる。
がみｇａｍｉ［助］まで。副助詞。⑳がっこ－～あいちぃ(学校まで歩く）。
かみすいkamisui［名］かみそり。髭などを剃るのに用いる鋭利な刃物。⑳～ひ－ひぎ
ゅ－すい（かみそりで髭を剃る）。
かみくるしいkamikurusl［動］かみ殺す。
かむｋａｍｕ［名］鴨。雁鴨目の小形の鳥。
かやｋａｊａ［名］茅。スゲ・ススキなどイネ科科草木のこと。屋根を葺く時に用いる。
かやや－kajaja：［名］屋根を茅で葺いた家。夏は涼しくてしのぎよい。
がやｇａｊａ［助］だろうか。かしら。疑問を表わす終助詞。疑問の｢か｣に間投助詞「や」
が複合したもの。
がやがやgajagaja（擬声）がやがや。騒がしい時の音。
かゆうkajuu［動］通う。二つの隔たった所を何度となく交流する。⑳がっこ－んかい
～（学校へ通う）。
からｋａｒａ［名］殻。ぶ－じぃ～（黍がら）しいでい～（孵化したから)。
からｋａｒａ［助］から。格助詞。①場所を示す語について出発点や通過する径路を表わす。
②時を示す語についき、それ以後のことを示す｡⑳さんじ～はじまい（三時から始
まる)。③手段を表わす。⑳ばしい～ふうう（バスから来る)。
がらｇａｒａ［助詞］かしら。だか・疑問を表わす。⑳なう～かいくう（何やら買って来
い)。
－がら－gara［接尾］柄。それの持つ性質や特徴を表わす。や_～（家柄）ひとぅ～（人
柄)。
からからkarakara（擬声）からから。罐などがころがる時の音。
がらがら，garagara（擬声）がらがら。鉄製の馬車の車などがころがる時の音。
がらさgarasa（動）・鳥。黒い光沢があり多くは人家のある所にすむ鳥。
がらさないgarasanai［名］けいれん。筋肉が病的に収縮すること。
がらしいgarasi［名］ガラス。高温で溶融した物質を急冷した透明の無定形物質。
からしいkarasi［動］貸す。自分の持物を一時的に他人の物とする。⑳でいんぬひとう
んかい～（金を人に貸す)。
がらしいぱいgarasibai［名］ガラス張り。
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がらしいばうgaraslbau［名］蛇の一種。茶色で小形の無毒蛇。
からしぃびとうkarasibitu［名］貸す人。
からたkarata［名］体。身体。頭から足までをまとめて言う。じゃう～（いい体)。
からてぃkarati［名］空手
からみいkaramii［動］からめる。しばる。くくる。
がらみかい、garamikasi［動］下駄などをからからと音をたてる。
からみとういkaramitui［動］からめ捕る。
がりがりgarigari（擬声）かりかり。がりがり。軟骨などをかじる音。
かりきりkarikiri［名］（新）借り切り。
かりゆしkarijuJi［名］嘉例吉。縁起がよいこと。めでたいこと。
力､るかんkarukan［形］軽い。目方が少ない。軽快である。⑳んぶさ－～（重さは軽い)。
がるかんとも言う。
がるかんgarukaU［形］軽い。重くない。
力､るわじゃkaruwad3a［名］軽業。危険な曲芸を身軽に演じたりすること。
力､わいkawai［名］かわり。代理。交替。
力､わいkawai［動］①交替する。代わる。②代理する。③変化する。変る。④違う。異な
る。⑳かいとうくいとうや～（あれとこれとは異なる)。
かわいがわいkawaigawai［副］かわるがわる。互いに代り合って。11頂番に。
力､わいむぬkawaimunu［名］変わり者。他人と考え方や行いが違っている人。
かんｋａｎ［名］神。人間を超越した威力のある者。うかまかん（火の神）し－とうがん
（学問の神）などが居る。⑳～ぬうがん（神を拝む)。
かんｋａｎ［名］勘。考え。感じ。⑳～ぬにゃ－んんまり（勘のない者)。
かん，ｋaｎ（動）蟹。甲殻類十脚目短尾亜目の節足動物の－郡。かんぬく_（蟹の甲羅)。
かんｋａｎ［動］噛む。食べる。⑳むぬ－～（ご飯を食べる)。
かんｋaｎ（擬声）かん。堅いものをたたく時の音。
－かん一kａｎ［接尾］貫。銭を数える単位。二銭は一貫。
がんｇａｎ［名］願。祈願。こうありたいと思いを神にたのむこと。
がんｇａＵ［名］寵。亡くなった人を入れる棺。
かんがいkangai［名］①考え。②動詞の連用形について～のつもりの意を表わす。⑳きゅ
－やうまんうい～（今日はここに居るつもりだ)。
かんがいいkangaii［動］①考える。思索する。②世話する。面倒をみる。
かんがいかたkangaikata［名］考え方。考える方法。
かんがいじゆ－かんkangaid3u:kaU［形］考え上手である。考えるのがたくみである。考
え強い。
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かんがいちがいkangaitJigai［名］考え違い。考えを誤まること。
かんがいぶす〈kaUgaibusuku［名］考え不足。思慮が足りないこと。
かんがかいkangakai［名］神がかり。神が乗りうつること。
かんかかりやkankakarja［名］巫女。占いをする人。神のおつげをする人。
かんからkankara［名］かん詰の空かん。
かんからさんしんkankarasanJin［名］空かんで作った三味線。
かんかんkaUkan（擬声）かんかん。堅いものをたたく時の音。
がんがんgangan（擬態）がんがん。頭などがひどく痛むさま。
がんがんgangan（擬声）がんがん。鐘を打つ時の音。
かんぎkangi［名］①とさか・②馬のたてがみ。
かんきりkankiri［名］鬼を決め、空かんを蹴って鬼が相手を見つける遊び。
がん〈ganku［名］頑固。自分の考えをなかなか曲げない人。
かんぐくkaUguku［名］監獄。刑務所。
がんきよ－gankjox［名］眼鏡。めがね。
かんじいみkandzimi［名］かん詰め。
がんすgansu［名］①元租。②位牌。
がんすうがんgansuugaU［名］元租を拝むこと。
がんじゅ－gand3u：［名］頑丈。元気。強い人。強健なこと。
がんじゅ－かんgand3uxkan［形］丈夫である。元気である。⑳どう－ぬ～（体が丈夫で
ある）。
がんじゆ－らしいgand3uXrasl［動］丈夫にする。頑丈にする。強くする。
かんじよ－kand3oX［名］勘定。金銭の出納や物の数量の計算。
がんだ－うUandam［名］篭道具。葬式の時棺を入れて墓まで運ぶもの。
かんたなkantana［名］神棚。仏壇。
かんちがいkantJigai［名］①考え違い。②誤解。
かんびんｋａｍｂｉｎ［名］（新）水差し。
かんとうぐkantuku［名］監督。
かんなkanna［名］かんな。大工道具の一種。鉋。
かんないkannai［名］雷。雲と雲との間などに生じる放電現象。
かんなくじぃkannakudzl［名］鉋から出るくず。
かんにがいkannigai［名］神願い。祈願。神様にお祈りをすること。またその祭りごと。
かんいんkannun［名］（新）観音。
かんふとうきkan①utuki［名］神仏。神様を総称した呼び方。
がんむちやｇａｍｍｕｔＪａ［名］篭をかつぐ者。
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かんびょうkambjo［名］（新）看病。病人を介抱すること。
かんぴょ－kampjo：［名］干瓢。ユウガオの果実の中を細く長く裂いて乾燥させた食べ
物。
かんまいｋａｍｍａｉ［名］頭。かなまいとも言う。
がんみかしぃgammikasi［動］堅いものをがんがんたたく。⑳やどう－～（戸をがんが
んたたく）。
かんむいｋａｍｍｕｉ［動］噛みくだく。噛みつく。⑳ん－ぬ～（芋を噛みくだく）。
がんや－gapjaX［名］篭を置く小屋。昔、村のはずれにあった。
かんるkanru［名］寒露。二十四節の一つ。太陽暦の十月八日頃に当る。
き
き－ｋi：［名］①毛。哺乳動物の皮膚に生えているもの。②（髪の）毛。からじぃぬき－
（髪の毛)。③羽毛。とういぬき－（鳥の羽毛)。っすぎ（白髪）あかぎ－（赤毛）
つふうぎ（陰毛）はなぎ（鼻毛）はにぎ－（羽毛)。
き－ｋi：［名］①木。樹木。②木材。き－うしぃ（木臼）き_ふうじぃ（木釘）き_は
じぃ（竹馬）き－まつふぁ（木の枕）き－かしぃ（おがくず)。
－き――kiX［接尾］木。～き～ぎ～ぎ－のように「木」をつける時の接尾辞。かしい
ぎ_（樫）しぃぎぎ－（杉）しんだんぎ－（栴檀）あだんぎ－（阿旦）まちい
ぎ_（松）あかうぎ－（あこうの木)。
き－ｋi：（擬声）陶器や金属性のもののきしろ音。
き－ｇｉｘ［名］びり。しんがり。ぎ－つたとも言う。
き－ういびとうkimibitu［名］毛深い人。
き－うしぃｋｉｍｓｉ［名］木臼。木でつくった臼。いしいうしぃ（石臼）の対。
き－かい、kiXkasi［名］おがくず。
き－き－ｋｉ:kiX（擬声）きいきいきしる音。
き－き－giKgix（擬声）ぎいぎいきしる音。
き－〈kiXku［名］（新）稽古。練習。⑳き－〈－あしぃ（練習する)。
き－さにｋｉ:sani［名］木の種。⑳き－さにゅ－いびい（木の種を植える)ｄ
き－しつちぃkiXsitsi［名］警察。社会公共の安全と秩序を守る所。
き－じぃ－ぱkiXdzl:ｐａ［名］木のかんざし。かにじぃ－ぱ（金属のかんざし）の対。
き－ちぃきいｋｉ:tsikii［動］（新）気をつける。注意する。
き－つたUixtta［名］びり。しんがり。ぎ－とも言う。
き－ぬか－kixnukaX［名］木の皮。樹皮。⑳～ゆはじぃ（樹皮を剥ぐ)。
き－ぬかぎkimukagi［名］木陰。木によって太陽の光をさえぎっている部分。
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き_ぬすらkimusura［名］木の先端。梢の先端。枝の末端。
き－ぬないkiXnunai［名］木の実。果実。
き－ぬに－kimuniX［名］木の根。
き－ぬは－kiXnuha：［名］木の葉。植物の栄養器官の一つで、呼吸作用や炭酸同化作用を
営む部分。
き－ぬはなkiXnuhana［名］木の天辺。
き－ぬひきkiXnuCigi［名］木の髭。木の根。
き－ぬまたｋｉｍｕｍａｔａ［名］木の股。
き－ぬみ－kiXnumiX［名］木のたくさん生えているその中。
き－ぬゆだkimujuda［名］木の枝。
き－はぎkixhagi［名］①毛のはげること。＠毛のはげている者･
き－はぎやkiXhagja［名］毛のはげている人。
き－はじぃkiXhadzi［名］竹馬。
き－ふうじぃkiXfuzi［名］木の釘。かにふうじぃ（鉄の釘）の対。
き－ぶとうきkiXbutuki［名］木でつくった仏。木仏。
き－まつふぁkimaffa［名］木枕。木でできた堅い枕。
き－むしぃkixmusi［名］毛虫。
き－むじやむじゃki1mud3amud3a［名］毛が多く生えていること。
き－むむｋｉＸｍｕｍｕ（植）毛桃。実は小さくてかたく表面に毛が多い桃。
き_も－ｋi:ｍｏ：［名］毛のはげている者。Ｉま－も－は歯の欠けている者。
き－るkiXru［名］黄色。ちぃ－るとも言う。
き－るかんｋｉ:rukan［形］黄色い。ちぃ－ろかんとも言う。
きいｋｉｉ［動］蹴る。足で突きとばす。拒する意味はない。
きし、ｋｉｉ［動］切る。連結・結合しているものを刃物などで断つ。
きかいkikai［名］（新）機械。しかけのある器具。
きがｋｉｇａ［名］けが。負傷。思いがけず|と傷つくこと。
きがにんkiganin［名］けが人。思いがけずlと傷ついた人。
ぎかんgikan［助動］～しそうである。～するらしい。⑳かいがどうき U 動］～しそうである。～するらしい。⑳かいがどうかちぃ～（彼が
書きそうだ)。
きくｋｉｋｕ［名］（植）菊。キク科の多年草。きくぬはな（菊の花)。
きぎや－しぃkigja:ｓｌ［動］①荒らす。②かき乱す。⑳や－ゆ～（家をかき乱す)。
きさｋｉｓａ［副］さっき。先刻。⑳～どうちぃちいたい（先刻着いた)。きざがたとも言
う。
きざみたばくkidzamitabaku［名］きざみたばこ。紙でまいてなく刻まれた状態のたばこ。
－１５－
Hosei University Repository
きざんkidzaU［動］刻む。切って細かくする。
ぎしぃｇｉｓｉ［名］下司。職名の一種。
きじいkidzl［名］傷。切ったり打ったりして皮膚を損うこと。
きじいkidzi［動］かき回す。騒ぐ。⑳ま－ぬきじぃな（あまり騒ぐな)。
きじいあとうkidziatu［名］傷跡。傷がついて治った後、かたちがのこること。
きじいきやうなgidzigjauna［名］生意気な者。わんぱく。言うことを聞かない者。
ぎじいぎやうなむいとも言う。
きじいきやうなかんgidzigjaunakan［形］わんぱくな。生意気な。言うことを聞かない。
きじいふうちぃkidzifutsi［名］傷口。傷ついた所。
ぎしいちいgisltsi［名］すすき。土手・荒地に生えるイネ科の多年草。
きじやいMd3ai［名］祝い事。祭り事。
きじぎしgiJigiJi（擬声）ぎしぎし。床などがきしむ音。
きしみかしぃgiJimikasl［動］ぎしぎしさせる。地震や台風などで家屋が揺れ動く音をさ
せる。
きす〈kisuku［名］規則。
きしやｋｉＪａ［名］汽車。
きらいkitsi［動］利く。効く。効果がある。⑳つすいぬ～（薬が効く）。
きちいきかんkitsigikan［形］きれいである。きちぃぎちいん（きれいな着物）きちいぎ
みどうん（きれいな女性)。
きちいきちぃんkitsigitsin［名］きれいな着物。
きちいきみどうんkitsigimidun［名］きれいな女性。
きちいきや一kitsigija：［名］きれいな家。
きちいきんちぃkitsIgintsi［名］きれいな道路。立派な道路。
きつちぃkittsI［動］削る。少しずつそいで取る。
きつちぃkittsi［動］楠る゜髪をとかす。⑳あかう～（髪を杭る)。
きなｋｉｎａ［名］ご飯やみそ汁などを鍋から椀に注ぐもの。
きないkinai［名］家庭。⑳～ゆむちぃ（家庭を持つ)。
きないがらkinaigara［名］家柄。
きないだ－うkinaidaXu［名］所帯道具。家庭生活を営むための道具。
きないむちゃkinaimutJa［名］所帯を持っている者。
きばＭｂａ［名］牙。顎にある鋭くとがった歯。
きばんkiban［名］貧乏。お金や物質にめぐまれてないこと。
きばんかんkibankan［形］貧乏である。
きばんむぬkibammunu［名］貧乏者。お金や物品のない者。
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きまいkimai［動］決まる。定まる。動かないようになる。
きみいkimii［動］決める。定める。ある物事について動かないようにする。
きゆみいkijumii［動］清める。けがれを除く。
きらしぃkirasi［動］切らす。たくわえをなくする。⑳しなむぬ－～（品物を切らす)。
きりｋｉｒｉ［名］霧。ちぃ－とも言う。
きりｋｉｒｉ［名］錐。加工物に穴をあける道具。
きりｇｉｒｉ［名］義理。正しい道筋。人の歩むべき道。
きりいkirii［動］切れる。息が切れる。⑳いちいぬ～（息が切れる)。
きりかいしぃkirikaisi［動］蹴り返す。
きりかいらしいkirikairasl［動］蹴ってひっくり返す。
きりきさんkirikidzan［動］切り刻む。とまかに刻む。⑳たまなう～（キャベツを切り
刻む)。
きりくるしいkirikurusI［動］①さかんに蹴る。②蹴り殺す。
きりくるしいkirikurusii［動］切り殺す。
きりしいていいkirisiitii［動］切り捨てる。
きりたうしぃkiritausl［動］蹴り倒す。蹴って倒す。
きりとうばしぃkiritubasi［動］けとばす。
きん〈kinku［名］金庫。お金や貴金属などを入れて保管するもの。
きんさkinsa［名］検査。
きんちゃくkintJaku［名］巾着、財布。お金を入れるもの。
きんば一kimba：［名］①金歯。②屋号の一つ。
きんぴｋｉｍｐｉ［名］肥料。農作物の栄養分となるもの。
きんみkimmi［名］斤目。目方。
きゃｋｊａ［助］まで。副助詞。限度を表をす。連体形につく。⑳っふぁふうない～はた
らちＩ、（暗くなるまで働く）。
ぎゃ－ぎゃ－gjaxgjax（擬声）がやがや。がやがや騒ぐさま。大声で騒ぎたてるさま。
きゃ－いkja:ｉ［動］消える。存在していたものの姿が見えなくなる。
きゃ－ぎｋｊａＵｉ［名］いぬまき。槙の一種。きゃ－ぎぎ－とも言う。
きゃ－しぃkja:ｓＩ［動］消す。
きゃうたいkjaudai［名］兄弟。
きゅ－kjuX［名］今日。きゅ_ぬゆなか（今日の夜）きゅ－ぬしいとうむてぃ（今朝)。
きゅ－０、kjuRi（植）きゅうり。ウリ科の一年草。
きゅ－かんkjuxkaU［形］けむい。⑳きゅ－しいぬ～（煙りがけむい)。
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<
〈－ｋｍ［名］粉。こな。粉末。⑳～ゆいたきい（粉をこぼす)。くなとも言う。
〈－１ｍ：［名］①九・しち（七）はち（八）<－（九)。②助数詞につづく。<きん（九
斤)。
<－ｋｍ（昆）蜘蛛。
〈－ｋｍ［名］甲。甲ら。亀などの背中をおおっている堅いもの。
〈一ｋu：［名］功。とうしいぬく－（年の功)。
〈－ｋu：［名］昆布。黒茶色の帯のようになった海藻。食用。正月には床の間に飾る。
ぐ－９ｍ［名］①仲間。同僚。ゆぬぐ－（同じ仲間)。②二つで組になっているもの。
対。
ぐ－９ｍ［名］碁。交互に白と黒の石を置き、自石で囲んだ目の数によって勝負を争うゲ
ぐ－－ム。⑳～ゆあしぃ（碁をする)。
ぐ－９ｍ［名］①五・五番目の数字。②助数詞につづく。ぐしゅ（五升)。ぐごう（五
合)。
ぐ－９u‐［接頭］御。美化語。限られた特殊な語にしか付かない。ぐいん（ご縁）
ぐぶり_に不礼)。
ぐ－いしぃguxisl［名］碁石。碁に用いる平たい円形の黒と白の小石。
ぐ－うちやｇｕ:utJa［名］碁打ち。碁のうまい人。
ぐ－ぐ－guxgux（擬声）腹がぐ－ぐ－なるさま。
〈－０、ｋｕＸｉ［名］部屋。
〈いいkuiｉ［動］くっつく。しっかりついて離れないようになる。⑳かび－ぬ～（紙が
くっつく）。
〈－いｋｕＸｉ［動］体が堅くなって成長が止まる。
<－いｋｍｉ［動］凍る。液体が寒さのため固体になる。
<－が－しぃkuxgaXsi［名］菓子の一種。
〈－かんkuxkaU［形］きつい。苦しい｡つらい。⑳はいかでや－～（畑を耕やすのは
きつい)。
ぐ－ぐ－guXgux（擬声）ぐうぐう。ぐっすり眠るさま。
〈－さkuXsa［名］苦しみ。きついこと。⑳く－さ－たいらいん（苦しみは耐えられな
い）。
<－しい」Kuxsi［動］越す。石などを投げてある距離を越す。
<－しぃｋｍｓｉ［動］①壊す。⑳や－ゆ～（家を壊す)。②ほじくる。⑳き－ぬ｜こ－
ゆ～（木の根をほじくる）。
<－しいぐとうｋｕ:sigutu［名］きつい仕事。体力を要する仕事。らくしいぐとう（楽な
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仕事）の対。
〈－すkuRsu［名］唐辛子。実が細長く、初めは緑色で熟すると赤くなる。香辛料として
用いる。
〈－すふうやkuxsufuja（動）きのぼりとかげ。
〈－りkuXri［名］氷。水が冷えて固まったもの。⑳～ひ－ひやしぃ（氷で冷やす)。
〈－りざたkuXridzata［名］氷砂糖。砂糖を結晶させて、氷のような体裁にしたもの。
〈－りぱ〈kuribaku［名］行李。荷物を入れるのに使うもの。
〈－るkuRru［名］香炉。香をたく入れ物。
くいｋｕｉ［名］声。人や動物か音声器管を使って弄する音のこと。⑳～ゆいだしぃ（声
を出す。
くいｋｕｉ［名］（文）恋。好きで、一緒になりたいと思う気持。
くいｋｕｉ［名］杭。地中に打ちこみ、目印や支柱にする木材。⑳～ゆうち`、（杭を打つ)。
くいｋｕｉ（動）鯉。池などで観賞用に飼う淡水魚。
くいｋｕｉ［代］これ。話し手に近い事物を指し示す語。⑳～がどうましG、（これがい
い）。
ぐいんｇｕｉｎ［名］と縁。「縁」の美化語。⑳～ぬあらまい（ご縁があられる)。
くうｋｕｕ［動］乞う。何かを相手にしてもらいたいと切に願う。
〈がたなkugatana［名］小刀。ちょっとした工作などに使う小さな刃物。し_ぐとも言う。
〈がちぃkugatsi［名］①九月。②九ケ月。
ぐがちぃgugatsi［名］①五月。②五ケ月。⑳かいがはり－からんみや～なり－
どううい（彼が行ってからもう五ケ月なる）。
<がにkugani［名］黄金。金。
〈がにいるkuganiiru［名］黄金色。金色。
〈がにういびがにkuganiuibigani［名］金の指輪。
<がにじぃ－ぱkuganidzi:ｐａ［名］金のかんざし。
〈がりいkugarii［動］焦れる。自分の思いをとげたいと一途に思い詰める。
ぐかんみ一gukammi：［名］十銭玉の銀貨。
〈〈ｋｕｋｕ［名］九。む－（六）なな（七）や－（八）くく（九）とう（十）と数
える時に使う。
〈<ｋｕｋｕ［名］石。体積の単位。－斗の十倍。いつくく（－石）にくく（二石）さん
くく（三石)。
くぐいkugui［名］小声。小さい声。⑳～ひ－はなし`、（小声で話す）。
ぐぐ－つぐつぐ－guguxgguggux（擬声）山鳩の鳴き声。
〈〈とうしぃkukutusi［名］九年。
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くぐいちいkukunutsi［名］九つ。－の九倍。
ぐくらくgukuraku［名］①極楽。②極めて楽しいこと。
くくるkukuru［名］心。感情・意志・思考などの働きとなるもの。ちいむとも言う。
くさくIこんkusakunin［名］小作人。
くさびkusabi［名］（新）模。ｖ字形の木片。木や石の割れ目に打ち込んで用いる。⑳く
さびゅ－うち`、（模を打つ)。
くさりkusari［名］鎖。金属性の輪をつなぎ合わせて紐にしたもの。
<さんみkusammi［名］背中。動物の背骨の通っている部分の外側にあたる。
<しきkuJiki［名］（新）戸籍。その人の氏名・生年月日・家族関係などを登録して公式
くしに証明するもの。
くしぃkuJi［名］（新）串。竹串。食物などを刺し通すのに用いる先のとがったもの。
くしぃｋｕｓＩ［動］演す。嘘過する。
くい、ｋｕｓｉ［動］引っ越す。家を移す。⑳や－ゆ～（家を引っ越す)。
くしぃｋｕｓｉ［名］腰。足が胴体とつながった部分で、上半身を前後に折り曲げることので
きる後側。
〈じぃkudzI［名］くず。くず粉。ん_くじぃ（芋の澱粉)。
－ぐし－guJi［接尾］～越し。おき。間をへだてること。ひていちいぐし（－つおき）
いちにんぐし（－年おき）ひとういぐし（一日おき）。
くい､かいkudzikai［名］小使。用務員ｂ
ぐしいくgusiku［名］城。聖地。
ぐしいぐい、gusigusl（擬声）さくさく。ざくざく。物を切る音。⑳かたなひ－～しい
－つちぃ（庖丁でざくざく切る）。
くじいむちぃ－－kudzimutsi8［名］くず餅。藷の澱粉でつくった餅。
ぐず－－gusuX［名］後生。死後の世界。
ぐす_すがいgusuXsugai［名］後生支度。死ぬ時の装束。
ぐす－たびgusu:tabi［名］あの世への旅。死後の旅。
ぐす－ばなgusuXbana［名］後生花。仏桑華。おかばなとも言う。
ぐす一むどういgusuXmudui［名］後生戻り。死にかけていた者が生きかえること。
ぐすみちぃgusumitsl［動］庖丁でさくさく切る。
くじやらUmd3ara［名］小皿・小さな皿・普通おかずを入れるのに用いる。
ぐしやんguJan［名］杖。手に持って体を支え、歩く時の助けとなる木の棒。⑳～ぬちい
ちい（杖をつく）。
ぐじゆうgud3uu［動］くすぐる。
ぐじゆぐじゆgud3ugud3u（擬態）他人の脇の下をくすぐる時に発する語。
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〈だｋｕｄａ［名］管。
ぐたいgutai［名］五体。性格。体。体力。
くだきいkudakii［動］（新）砕ける。三つ以上の破片に分離する。
くたくた－kutakutaZ（擬態）ぐうぐう。こんこんと。熟睡しているようす。⑳～てい_
にっぶぃ－うい（こんこんと眠っている）。
〈だちぃkudatsi［動］（新）砕く。こなどなにする。
ぐたってい－gutatti：［副］ぐたつと、疲れて元気がないざま。⑳だり－～ひ一うい
（疲れてぐたつとしている）。
くちぃkutsi［名］靴。足をおおうようにした履物。⑳くつちゅんん（靴を履く）。
＜っくつkukku？（擬声）親鶏がえさをあさってひなを呼び寄せる時の声。
ぐっしいんふうじぃgusslnfudzI［名］五寸釘。五寸の長さの釘。
〈つぴkuppi［副］これくらい。大きさや数量を表わす。⑳～とうい（これくらい取れ)。
〈とうｋｕｔｕ［名］事。①抽象的に考えられるもの。世に現れる現象。事情。様子。②文末
に添えて終助詞的に用いる。⑳あいぬむぬ－ば－ふん～（そんなものは為ないこ
と）。
<とうｋｕｔｕ［名］琴。弦楽器の一種。⑳〈とう－ひちぃ（琴をひく）。
－<とう－kutu［接尾］～言。ことばを数る助数詞。ひとうぐとう（一言）ふうたくと
う（二言）みくとう（三言）ゆくとう（四言）いちいくとう（五言)。
ぐとうかんgutukan［助動］如くあり。ごとし。ようだ゜ようである。⑳かいがあいぐ
とうふうあっす（彼が言う如く為なさい)。
〈とうぐとうkutukutu（擬声）ことどと。ぐつぐつ。ものが煮えたぎる時の音。⑳むぬ－
～てい_にい（ご飯をぐつぐっと煮る）。
<とうわいkutuwai［動］（新）断わる。承知しない。拒絶する。⑳むちかきたいはな
つす～（持ちかけられた話を断わる)。
ぐどうんgudun［名］愚鈍。愚図。
くちよ－kutJo：［名］区長。部落長。
〈なｋｕｎａ［名］粉。粉末。細かく砕けたもの。く－とも言う。
〈なしぃkunasi［動］①土などを砕いてやわらかにする。②食物を消化する。⑳ふぁう
むぬ－い－ぬ～（食べ物を胃が消化する）。
ぐなんgunan［名］五男。五番目の男児。
ぐなんか９unaUka［名］五七日。死んで五週目の法事。死んで七日ごとに法事を行なうこ
とをなんとかと言う。
<にｋｕｎｉ［名］①国。国家。②領土。
<にいkunii［動］これる。粉末や土などに水を混ぜてねる。
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くいｋｕｎｕ［連体］この。話し手から近い関係にあるものを指して言う語。⑳～むぬ－
とうい（このものを取れ)。
くぼｋｕｂａ（植）蒲葵。ヤシ科の亜熱帯性常緑喬木。扇の材料にもなる。〈ばあうじぃ（蒲
葵の扇)。
<ぱいkubai［動］配る。配布する。分配する。
<ぱいむぬkubaimunu［名］配りもの。
〈ばあういいkubaudzi［名］蒲葵扇。蒲葵でつくった扇。
<ばがさkubagasa［名］蒲葵笠。蒲葵でできた笠。
〈ばじい－kubadzi：［名］つるべ。つるべは昔は蒲葵でつくった。井戸から水を汲むもの。
⑳～ひ一みつじゅんん（つるべで水を汲む)。
<びんkubin［名］瓶。ガラスなどで作った主に液体を入れる器。
〈びとうｋｕｉｔｕ［名］小人。昔話に出て来る背の低い人。
くぶｋｕｂｕ［名］九分。十分の九。
くぶｋｕｂｕ［名］瘤。打ち身などにより筋肉が異常に盛り上がって固くなったもの。⑳～ぬ
いでいい（瘤が出る)。
ぐぶUubu［名］①五分。②半分。
くふう一kufuX［名］工夫。よい方法や結果を得ようと考えをめぐらすこと。またその考
えついた方法。くふう－あしぃ（工夫する)。
ぐぶ－gubu：（植）ごぼう。根が土色で細長い形のもの。食用。
〈ぶしいみやkubusimja［名］甲烏賊。
ぐぶり－guburi：［名］ご無礼。失礼。
ぐふうちぃgufutsi［名］運。運命。天からさずかった人生。⑳ぐふうつちゆちいきい
（運命を定める）。
ぐひやくguCaku［名］五百。
くまｋｕｍａ［名］独楽。軸を中心にして回転するように作った逆円錐形の玩具。たたきぐ
ま（紐でたたいて回す独楽)。
くまｋｕｍａ（動）熊。深山にすむクマ科の哺乳動物。
くまｋｕｍａ［代］ここ。話し手から近い距離を表わす場所代名詞。⑳～んかいく－（こ
こに来い)。
ぐまUｕｍａ（植）（新）胡麻。種の粒で黒い一年草の植物。
ぐまあみ９umaami［名］細かい雨。小雨。細かく降る雨。
ぐまいｋｕｍａｉ［動］（新）困る。物事がうまく行かず、何かに頼りたくなる。
〈まいkumai［動］こもる。どこかの中に入ったまま外に出ない。⑳や－ん～（家にこ
もる）。
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ぐまいしぃgumaisi[動］小石。小さな石。
ぐまかんgumakan［形］細かい。小さい。粒などに言う。あらかん（荒い）の対。
くまぐまkumaguma［副］こまごまと。
ぐまじい－gumadzi：［名］細かい字。小さい字。がば_い､－（大きな字）の対。
ぐましいぐとうgumasigutu［名］こまごまとした仕事。
ぐまだ－うgumadaxu［名］こまとまとした道具。
ぐまだきgumadaki［名］細かい竹。釣り用になる。
ぐまでいんgumadin［名］こまかいお金。小銭。
ぐまびとうgumabitu［名］小さい人。背の低い人。
ぐまふうでぃgumafudi［名］細筆。細い筆。
ぐまむぬgumamunu［名］小さいもの。細かいもの。
くみｋｕｍｉ［名］①組。②［接尾］組み合わせたものを数える助数詞。ひとぅくみ（－組）
ふうたくみ（二組）みくみ（三組）ゆくみ（四組)。
ぐみgumｉ［名］こみ。ほこり。ちり０用か終っていらなくなったもの。⑳ぐみゅ一うぐ
ないいにみを集める）。
くみいkumii［動］こめる。何かの中へすっかり入れる。⑳たまう～（弾をこめる)。
〈みじいまkumidzima（地）久米島。沖縄本島の那覇市から南西へ約98kｍ行った所にあ
る島。
くみたていいkumitatii［動］組み立てる。
ぐむｇｕｍｕ［名］ゴム。ゴムの木の汁から作った物質で弾力がある。
くむいｋｕｍｕｉ［動］曇る。空が雲でおおわれる。
くむいｋｕｍｕｉ［名］曇り。晴れていた空が雲でおおわれること。
くむいわ－ちいちいkumuiwaXtsiitsi［名］曇り天気。
ぐむま－いgumumaXi［名］ゴムまり。ゴム製のまり。
<やｋｕｊａ［感］ほら。急に注意を与える時の語。⑳～み_ろ（ほら見ろ）
〈やんkujan［動］くやむ。後悔する。そうしなければよかったと後で思い悩む。
ぐゆ－guju：［名］ご用。
〈ゆんkujun［名］暦。
くらｋｕｒａ［名］蔵。家財・貸切などを保管しておく所。
くらいkurai［名］（新）位。公的な身分の段階。
くらくらkurakura（擬態）くらくら。目がくらむさま。目まいがする様子。⑳み－ぬ～
てい－あしぃ（目がくらくらする）。
ぐらぐらguragura（擬態）ぐらぐら。物が激しく揺れ動いて定まらない様子。
〈らしいkurasi［名］（新）暮し。生活。毎日を過して行くこと。
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<らしいkurasi［動］（新）暮す。毎日を生きて行く。
くらしいかたkurasikata［名］暮し方。生活。暮す方法。
くらしいぐりかんkurasigurikan［連語］暮しにくい。
くらしいやしいかんkurasijasikaU［連語］暮しやすい。
くらびいkurabii［動］比べる。二つ以上のものをつき合わせてその異同を調べる。
くりｋｕｒｉ（植）栗。濃い茶色のいがに包まれた実のなる落葉高木。
くりいkurii［動］お金をくずす。お金をこまかいものに替える。⑳でいんい～（お金
をこまかくする）。
ぐりかんgurikaU［助動］～にくい。動詞の連用形について～しがたいの意味を表わす。
⑳かちぃ～（書きにくい)。
くるｋｕｒｕ［名］（新）頃。時分。普通はじいぶん（時分）を用いる。
ぐるguru［名］悪い仲間。⑳～んない（悪い仲間になる)。
くるがしし、kurugasi［動］転がす。ころころと回転させて動かす。⑳いつす～（石を転
がす)。
くるがいkurugai［動］転がる。回りながら動き進む。⑳くるまい～（車が転がる)。
くるくるkurukuru（擬態）①くるくる。ものが回るさま。②ころころ。ものｶｺﾞ転がるざま。
⑳～てい_いしいぬくるがい（ころころと石が転がる)。
ぐるぐるguruguru（擬態）ぐるぐる。丸いものが回るさま。目玉をきょろきょろさせるさ
るさま。⑳み－～あしぃ（目をきょろきょろする)。
くるしいkurusi［動］殺す。①殴る。⑳かいんくるはいんど－（彼に殴られるぞ)。
②殺す。⑳わ_ゆ～（豚を屠殺する)。くらしいとも言う。
くるまkuruma［名］車。①軸を中心に回る仕掛の輪。車輪。②自動車など車輪の回転に
よって動き進むもの。⑳～んぬ_い（自動車に乗る)。
くろ－kuroX［名］（新）苦労。肉体的・精神的に多くの労力を費やすこと。
〈んｋｕｎ［動］組む。①行動を共にする。②交差させて離れないようにする。⑳てい－ゆ
～（手を組む)。
－<ん－ku、［接尾］込む。何かがその中にある。またそういう状態にする。ちぃかいく
ん（使い込む)。とうまいくん（泊まり込む)。
ぐんぐんし－kuUkunJiX［名］工工四。硫球音楽の曲譜。
〈んきゃkumdaR［名］ハンセン氏病患者。
〈んじぃkundzi［動］おんぶする。子供などを背中に乗せて移動する。⑳つふあう～(子
供をおぶう）。
〈んじゃうkund3au［名］根性。①悪い根性。②意地悪。
<んちぃkuntsi［名］①根気。苦難に耐える気力。②栄養。滋養。くんつちやにゃ－ん
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（栄養のない)。
〈んちぃじゅ－かんkuntsid3uxkan［形］根気強い。
<んちぃちぃkuntsitsi［名］今月。
<んちぃゆ－かんkuntsijuXkan［形］根気が弱い。
ぐんちよ-guntJoX［名］（新）郡長。
け
げ－げ－geXgex（擬声）げえげえ。食べ物を吐き出す時の音。⑳～てい－むぬ－はちぃ
（げえげえと食べ物を吐く）。
け－んないkexnnai［連語］けいれんなどで体が固くなる。
げっきゅ一gekkjuX［名］月給。毎月支払われることになっている給料。
げんの－gennoX［名］金づち。⑳～ひ－ふうつじゅうちぃ（金づちで釘を打つ)。
Ｌ－
ご
（二合）さんご－（三合）ゆんご－（四合）ぐご－（五合)。
＿ご――go：［接尾］号。①雑誌などの順番。いちご－（－号）にご－（二号）さんご
_（三号)。②妾のl順番。にご－（二号）さんご－（三号)。
こ－が－しぃkoXga:ｓｉ［名］菓子の一種。正月やめでたい時に作って供える。
こ－こ-ｋo:ko：［名］孝行。親の言いつけをよく守り、老後にはめんどうをよく見ること。
ごろごろgorogoro（擬声）ごろごろ。どろどろ腹の鳴る音。⑳～てい－ばたいない
（ごろごろと腹が鳴る）。
さ
さ－ｓa：［助］さ。よ・軽く言い放す気持を表わす終助詞。⑳んぬいじゃうたいひとぅ
_かいさ－（昨日出会った人は彼よ）。
ざ－dza：［名］座。座敷。座る場所。⑳～んびい（座に座る)。じゃ－とも言う。
さ－いｓａ:ｉ［動］連れる。同伴する。⑳つふあう～（子供を連れる)。
ざ－がいdza:gai［名］座替。座を替えること。じゃ－がいとも言う。
さ_るかも－た－saXrukamo:taR（昆）かまきり。頭が三角で鎌状の前足を持った昆虫。
さいＳａｉ［名］申。十二支の一つ。
さいＳａｉ（動）いまえび。
さいＳａｉ［名］古武道に使用する道具。
ざいざいdzaidzai（擬態）じめじめ。水がひたりぬかるんでいる様子。
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さいばんsaiban［名］（新）裁判。罪となるかどうかを法律を用いて定めること。
ざいばんdzaiban［名］（新）在番。
さうｓａｕ［名］竿。竹の幹から枝葉を取り去って着物を干したりするもの。
さうｓａｕ［動］刺す。庖丁などで刺す。
さうがちLぃsaugatsi［名］正月。一年の第一の月。
さうきsauki［名］かご。竹であんだざる。
さうきsauki［名］あばら。あばら骨。さうきぶにとも言う゜
さうきぶにsaukibuni［名］あばら骨。
さうじぃsaudzl［名］掃除。ごみやほこりを除いてきれいにすること。⑳さうつじゆあし
し、（掃除をする）。
さうだんsaudan［名］相談。どのようにすればよいか相手に意見を聞くこと。
さうみsaumi［名］斜視。さうみみ－とも言う。
さうみみ－saumimiX［名］斜視。
さうみんsaumin［名］そうめん。小麦粉をこれて線状にのばした食べ物。
さうみんちゃんぶるsaumintJampuru［名］そうめんを油でいためた料理。さうみんぶつ
とうるとも言う。
さうみんぶつとうるsaumimbutturu［名］そうめんを油でいためたもの。
さかいsakai［名］（新）境。境界。分かれ目。
さがし、sagai［名］かけ買いをすること。⑳～やまうきん（かけ買いは儲けない)。
さがいsagai［動］かけ買いをする。⑳しいなむい－～（品物をかけ負いする)。
さがいsagai［動］下がる。上から下へ移動地点を目標に移動する。⑳にちいぬ～（熱
が下がる）。
さかいいsakaii［動］栄える。繁栄する。
さかしいsakasi［動］裂けるようにする。裂かす。
さかじぃちぃsakadzitsi［名］杯。酒杯。酒を飲むための器。
さかだちぃsakadatsi［名］逆立ち。両手で体を支え足を上に伸ばして立つこと。
さかなや－sakanajax［名］料亭。遊郭。
さかまｓａｋａｍａ［名］坂。斜面。
さかんちぃsakantsi［名］坂道。
さきｓａｋｉ［名］酒。米・こうじで醸造した飲料。
さきいsakii［動］裂ける。⑳ちいんい～（着物が裂ける)。
さきいsagii［動］下げる。①掛けてつるす。②前から後ろへ移す。③地位をおとす。
④熱や音を低くする。
さきかしぃsakikasi［名］酒かす。
－２６－
Hosei University Repository
さきがみsakigami［名］酒甕。酒を入れる甕・
さきぐらsakigura［名］酒倉。酒を保管する倉。
さきじゅ－かsakid3uXka［名］酒を入れる急須。
さきじゆ－かんsakid3u:kan［形］酒に強い。
さきじよ－ぐsakid3oXgu［名］酒上戸。酒のよく飲める人。
さきだし、sakidai［名］酒代。酒の代金。
さきだるsakidaru［名］酒樽。酒を入れる樽。
さきっさかんsakissakan［形］酒くさい。酒の匂いのする状態。
さぎっすいsagissui［名］下げ薬。下剤。便秘の時などに用いる。
さきいみやsakinumja［名］酒飲み。のんだくれ。
さきぬんどうしぃsakinundusi［名］酒飲み仲間。酒飲み友達。
さきびんsakibin［名］酒瓶。酒を入れる瓶。
さきふぁやsakifaja［名］酒飲み。酔っぱらい。
さきふうしsakifuJi［名］酒癖。酒に酔った時の癖。⑳～ぬぱいかん（酒癖が悪い)。
さぐいsagui［動］探ぐる。操し求める。相手に知られないように調べる。
ささいsasai［動］刺さる。とがったものが何かの表面を突き破って中に入る。⑳んｃい
ぬ～（鰊が刺さる）。
さしきsaliki［名］（新）挿し木。草木の枝や茎を地面にさし込んで根を出す方法。
さしぃｓａｓｉ［名］錠。錠前。
さしぃｓａｓｉ［動］指す。指でそれと示す。傘をさす意味では用いない。
さしぃｓａｓｉ［動］注す。⑳ちや－ゆ～(茶を注す)。
さしぃｓａｓｉ［動］①差す。⑳かたなう～（刀を差す)。②高く持ち上げる。⑳ば一び
る－～（バーベルを高く持ち上げる)。
さじぃsadzi［名］手拭い。鉢巻。
さしいぬっふぁsasinuffa［名］鍵。錠前に差し込む。
さたｓａｔａ［名］沙汰。うわさ。評判。
さたｓａｔａ［名］砂糖。砂糖黍などから取る甘みのある調味料。
さだまいsadamai［動］定まる。決まる。変動の少ない状態になる。
さだみｓａｄａｍｉ［名］定め。決まり。
さだみいsadamii［動］定める。決める。
さちぃsatsi［名］①先。前の部分。先頭。②進んで行く方。③端。末。④それより以前。
⑳～ぬはなしぃ（それ以前の話)。
さちぃsatsi［名］岬。海上に突き出た陸地の先端。
さちぃsatsi［動］咲く。花が開く。⑳はなぬ～（花が咲く）。
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さちいsatsi［動］裂く。一つにまとまっていたものを二つ以上にする。
さちいとうじぃsatsltudzi［名］前妻。さちぃどうみとも言う。
さちぃどうみsatsidumi［名］前妻。先妻。
さちぃぬゆ－satsinujuX［名］先の世。前世。
さちぃぱいsatsibai［名］先駆け。
さちいぶとうsatsibutu［名］先の夫。前夫。
さちいま－いsatsima:ｉ［名］先回り。⑳～やひ－まち&、（先回りして待つ)。
さっぶ－しsappmJi［名］冊封使。中国からの使者。
さとうｓａｔｕ［名］①里。人家がまとまってある所。生まれ育った所。②女が恋人を親し
んでいう語。
さとういsatui［動］悟る。自覚する。気がつく。
さとううやsatuuja［名］里親。里子を預かっている親代りの人。
さとうしぃsatusi［動］諭す。教えて事の理非をよく分かるようにする。⑳つふあう
～（子供を諭す)。
さとうぬしぃsatunusl［名］（文）里主。恋人。女から親しい男を言う。
さなｓａｎａ［名］傘。雨の時に差して雨に濡れないようにするもの。⑳～うかう（傘を
差す)。
さなかsanaka［名］さ中。まつさいちゅう。
さなじぃsanadzi［名］ふんどし。男子の陰部をおおう細長い布。⑳さなつじゆちいい
（ふんどしを着る）。
さにｓａｎｉ［名］種。生長すると親の植物と同じになる小さい粒。動物の子を生む基の精子
も指す。たにとも言う゜
さにうるしぃsaniurusi［名］種おろし。播種。
さにちぃsanitsi［名］旧三月三日。浜に降りて遊ぶ行事を言う．
さにむぬsanimunu［名］種物。草木の種。
さにんsanin［名］月桃。葉は餅などを包むのに用いる。
さにんまsanimma［名］種馬。よい品種をつくるための種付け馬。
さにんまや－sanimmajaX［名］屋号の一つ。種付けのための馬を持っていた家。
さばｓａｂａ（魚）鰭。
さばｓａｂａ［名］草履。わらなどを編んで作った歯のない履物。
さば－しぃsapa:ｓｌ［動］おだてる。何かをやらせる魂胆があってほめたてる。
さばちぃsabatsi［動］①捌く．取り扱う。②裁く。
さばちぃsabatsi［名］①捌き゜②裁き。
さばにsabani［名］割舟。くりぶれ。
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さびｓａｂｉ［名］錆。金属が痛み赤茶色や青白色に変色してもろくなったもの。⑳～ぬう
いい（錆が生える）。
さびいsabii［動］錆びる。錆が生じる。
さびしいかんsabisikan［形］寂しい。心細い。心の通い合いがなく満足できない状態。
⑳つふあいにゃ－だ～（子供がなくて寂しい)。
さびちいちいsabitsItsI［動］錆び付く。すっかり錆がつく。
さぶんsapun［名］しやぼん゜石けん。よごれを落とすための水に溶けやすい物質。
一さま－sama［接尾］さま。しざま。やり方。あしぃざま（やり方）とういざま（取り
方)。
さまいsamai［名］①熱が冷めること。⑳にちいぬ～（熱が下がる)。②病気がよくな
って平静になること。
さまいｓａｍａｉ［動］①熱が冷める。②病気がよくなって平静になる。
さましぃsamasi［動］冷ます。冷やす。
さまらしいsamarasI［動］冷ます。冷やす。⑳んつす－ゆ～（お汁を冷ます)。
さまりいsamarii［動］①冷める。②（酔いが）醒める。
さみｓａｍｉ［名］鮫肌。鮫肌のようになるできもの。
さやｓａｊａ［名］鞘。刀身を保護するためのもの。
さやふうsajafu［名］大工。木造の建築・修理をする人。またその仕事。
さやふうだ－うsajafudaxu［名］大工道具。
さやふうにんじゅsajafunind3u［名］大工人衆。大工の人々・
さやふうや－sajafujaX［名］大工屋。大工を稼業とする家。
さらｓａｒａ［名］皿・食物を盛る浅く平たい器。⑳～んかいむい（mに盛る)。
さらうｓａｍｕ［動］さらう。①たまっているごみを取り除く。②横合いなどから急に奪う。
⑳つふあう～（子供をさらう）。
さらさらsarasara（擬態）さらさら。湿りけや粘りがなくよく乾いた様子。
ざらざらdzaradzara（擬態）ざらざら。触れた感じがなめらかでない様子。
さらしぃsarasi［動］①外に出して日に当たるようにする。②布を乾かす。
ざらみdzarami［名］白砂糖。結晶のあらい砂糖。⑳ざらみゅ－なん（白砂糖をなめる)。
さらみちぃsaramitsi［動］さらさらと動く。
さりいsarii［動］乾燥する。乾く。⑳ちいんい～（着物が乾く）。
さりき－sarikiX［名］枯れた木。生命を失った木。あうき－の対。
さるｓａｒｕ［名］猿。人間に似た哺乳動物。
さるかsaruka（植）植物の一種。その実は豆鉄砲のたまにする。
さるまたsarumata［名］パンツ。ズボンなどの下から着る下着。
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さんｓａｎ［名］三。いち（－）に－（二）さん（三）と数える時に用いられる。さん
ご－（三合）さんかい（三階)。
さんｓａｎ［名］結縄。わらや蘇鉄の葉で計算用につくったもの。
／
さんｓan［名］かやなどを結んで食物など|こさす魔よけ。
ｓａＵ［名］桟。①戸や障子の骨。②戸締りのためにわたす横棒。③板のそりを防ぐた
めにわたす横木。
ざんｄｚａｎ（魚）人魚。儒艮。
さんかくsankaku［名］三角。三角形。
さんがちぃsangatsi［名］①三月。②三ケ月。
さんがまちぃsangamatsi［名］①細い角材。②戸・障子などの周囲のわく。
さんざんsandzan［副］さんざん。めちゃくちゃ|と。⑳～やらい－にゃ_ん（さんざ
んやられてしまった)。
さんしんsanJin［名］三味線。民謡などの伴奏につかう三本線の弦楽器。⑳～ぬひちぃ
（三味線をひく）。
さんじいんふうじぃsandzinfudzI［名］三寸釘。
さんなんsannan［名］三男。同胞の中で三番目の男の子。
さんばｓａｍｂａ［名］産婦。助産婦。出産を助け、妊婦・産児の看護や保健指導をする婦人。
さんばんじゃ－samband3aX［名］三番座。三番目の座敷。
さんばんどういsambandui［名］暁を告げて鳴く三番目の鶏。
さんみんｓａｍｍｉｎ［名］①計算。勘定。②予想。
さんみんちっちゃsammintJittJa［名］計算を間違える者。見当違いをする者。予想がは
ずれる者。
さんみんIまつぱいsammimbappai［名］計算違い。
じゃ－ｄ３ａｘ（地）西原集落の中央にある広場。みや－くじぃちぃ（七月祭り）をとり行な
う場所。じゃ－んがとも言う。
しや－かJaXka［名］早朝。朝早い時。しいとうむていしゃ_か（早朝）とも言う。
じゃ－じゃ－．３a:d3aX（擬声）じゃ－じゃ－．小便をする時の音。
しや－しや－JaxJax（擬態）でしゃばる様子。
しや－ぱいJaXpai［動］でしゃばる。
じゃうかんd3aukalD［形］よい。正しい。正当である。善である。⑳くちよ－んなかいが
どうじやうかい（区長には彼がよい)。
じゃうぎかんd3augikan［形］容姿が美しい。⑳かいみどうんな～（あの女は容姿が
美しい)。
じゃうじぃかんd3audzikan［形］上手である。⑳かりや－さかだちいぬどう～
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（彼は逆立ちが上手だ)。
じゃかd3aka（動）もぐら。食虫目の動物。全身灰褐色で頭は尖り尾は短い。
しゃくＪａｋｕ［名］尺。長さの単位。－メートルの三三分の十。
しやしんJalin［名］（新）写真。ありのままを写しとった像。⑳～ぬとうい（写真を
撮る）。
しゃくとういむしぃJakutuimusi（昆）尺取虫。虫の一種。
しゃちぃJatsI［名］（新）シャツ。西洋風の肌着。⑳しやつちゆちいい（シャツを着
ろ）。
しやりかんJarikaU［形］おしゃれである。みなりを飾る様子。⑳みどうんな～（女性
（まおしゃれっぽい）。
しやりびとうJaribitu［名］おしゃれな人。よくみなりを飾る人。
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